◆　安全でおいしい水ができるまで
水道の蛇口をひねれば、いつでも安全な水が安定して得られること、これが水道事業にとっていちばん大切なことです。

花巻市上下水道部では、水源から浄水処理施設そして家庭の給水栓に至るまで、適切な水質の管理を行い、安全な水道水の供給に努めています。
☆知りたい項目についてクリックして下さい。

・水道の水源の種類



 HYPERLINK  \l "◆地下水" 

・地下水について

・緩速ろ過とは
・急速ろ過とは
・濁度の管理について
・浄水処理に使用している薬品について
・水質検査について
・おいしい水とは
◆　水道の水源の種類
水道の水源の種類には大きく分けて地下水と表流水とがあります。

地下水は、浅井戸、深井戸、伏流水、湧水などがあります。表流水は、河川水やダム水などです。

市の水道の水源は、全部で21箇所あります。
	水道の水源の
種類と箇所数
	地下水
	表流水

	
	浅井戸
	伏流水
	湧水
	河川水

	
	4箇所
	5箇所
	3箇所
	

	
	12箇所
	9箇所

	
	合計21箇所


ページの上へ戻る▲
◆　地下水

地下に浸透した雨水は、土や岩盤の隙間を通っていく中で、自然のろ過の仕組みにより不純物が取り除かれて地下水となります。同じ仕組みで川の水が地下に浸透してできた水が伏流水です。地下水は、天候に左右されることが少なく、一年を通して安定した水質を保っています。いわば地下水は、生き物にとって地球からの贈り物です。市内には、消毒するだけで水道水として利用できる地下水源が６箇所あります。
ページの上へ戻る▲
◆　緩速ろ過

伏流水の自然のろ過の仕組みを、人工的に作り出した浄水処理方法が「緩速ろ過」と呼ばれる方式で、イギリスで開発されました。ろ過砂の表面に自然に発生する微生物の粘質膜が、濁りや細菌、臭いまで除去します。
ページの上へ戻る▲
◆　急速ろ過
ヨーロッパで発展した緩速ろ過ですが、アメリカの大地を流れる川は、大雨のとき、古い岩石の粒子が流れ出て、濁流となることがありました。このような水は緩速ろ過には不向きだったのです。そこでアメリカで開発されたのが、「急速ろ過」と呼ばれる方式です。原水に凝集剤を入れて、濁りや泥を固めて沈めてからろ過します。緩速ろ過に比べて短時間で原水をろ過できます。
	浄水処理施設の
種類と箇所数
	消毒のみ
	緩速ろ過
	急速ろ過

	
	6箇所
	2箇所
	12箇所

	
	合計20箇所


ページの上へ戻る▲
◆　濁度の管理

浄水処理過程において、水の濁度の管理はとても大切です。花巻市では、水源等に濁度計を設置し、原水の濁度を常時計測して、濁度の変化に対応できるようにしています。また、ろ過水についても、基準の濁度0.1度以下を維持できるよう、常時計測しています。

ページの上へ戻る▲
◆　薬品の注入

花巻市で浄水処理に使用している薬品は以下の３種類です。
	次亜塩素酸ナトリウム


	水道水の消毒に使用しています。緩速ろ過であれ、急速ろ過であれ、必ず消毒されていることが水道水の要件です。

	ポリ塩化アルミニウム

（ＰＡＣ＝パック）
	急速ろ過設備で、原水の凝集剤として使用しています。水中の泥や濁りを固めて沈める働きがあります。

	液体苛性ソーダ


	水道水のペーハー調整剤として使用しています。ペーハー7.0を目標に設定しています。


いずれも、薬品注入制御設備によって適正な注入量を保っています。
※使用している薬品は、浄水処理施設によって異なります。
ページの上へ戻る▲
◆　水質検査
花巻市では、水道法に定められた水質基準等に基づいて、水質検査を行っています。
	浄水毎日検査（給水栓）
	市内42箇所の家庭で、残留塩素の濃度や、色・濁りなどの異常がないか毎日検査をしています。

	浄水定期検査（給水栓）
	水道法に定められた項目について、検査を行っています。

	原水定期検査
	年１回以上、水源の検査を行っています。

	原水農薬類
	農薬類の使用実態に合わせて検査を行っています。

	原水クリプトスポリジウム等
	市内の主要な水源で、年１回から２回検査を行っています。


※クリプトスポリジウム及びジアルジアは、河川・汚泥・下水等に生息し、哺乳類に寄生する病原性原虫です。食品や飲料水を介して口から感染し、感染すると下痢や腹痛の症状を引き起こします。花巻市では、これまでクリプトスポリジウム等は検出されたことはありません。
ページの上へ戻る▲
＞＞＞　水質検査計画はこちら
＞＞＞　水質検査結果はこちら
＞＞＞　水質基準項目の解説はこちら
◆　おいしい水とは？

●　おいしい水ってどんな水？

　おいしい水とは、「ミネラル、硬度、炭酸ガス、酸素を適度に備えた冷たい水」と言われています。不純物をまったく含まない水（純粋な水）は、飲んでも決しておいしい水とは言えません。純粋な水を飲み過ぎるとおなかをこわすこともあります。適当な物質が、適度に溶けていることがおいしい水の要件なのです。
●　おいしい水の要件とは？

　１９８５年に厚生省（現厚生労働省）は「おいしい水研究会」を発足させて、以下のように「おいしい水の要件」を発表しています。「花巻市の水道水」と比較してみましょう。

	水質項目
	おいしい水の要件
	花巻市の水道水

	
	
	（平成19年度）

	
	
	平均値

	蒸発残留物
	30～200mg/L
	121mg/L　

	カルシウム、マグネシウム等

（硬度）
	10～100mg/L
	34mg/L　

	遊離炭酸
	3～30mg/L
	4.8mg/L　

	有機物等

（過マンガン酸カリウム消費量）
	3mg/L以下
	0.6mg/L　

	臭気強度
	3以下
	1未満　

	残留塩素
	0.4mg/L以下
	0.4mg/L　

	水温
	20度以下
	13.6度　


［解説］
・蒸発残留物が適度に含まれていることによって、まろやかでコクのある味になります。

・硬度が低い（軟水）と味が淡白になり、高い（硬水）と渋みのある味になります。
・遊離炭酸が適度に含まれていると、水を飲んだときに清涼感が生まれます。
・有機物等や臭気強度の値が高いと、水がまずいと感じます。

・残留塩素が0.6mg/Lを超えると、多くの人が塩素臭い、カルキ臭いと感じるようになります。

・水温10度から15度（体温より20度から25度程度低いとき）が、最もおいしいと感じます。

今後も市上下水道部では、安全でおいしい水を供給し続けるよう努力していきます。
ページの上へ戻る▲
